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豊中市と吹田市の
配水池共同化

業務の共同化
（施設の共同化）
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上下水道DX推進検討会広域連携に係る財政支援
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水道施設統合等検討ケースの総合評価

ケース１(現状維持) ケース２(管路送水) ケース３(運搬送水)

現状のＡ浄水場を更新
Ａ浄水場を廃止しＤ浄水場系から

管路を接続し送水
Ａ浄水場を廃止しＤ浄水場系から

給水タンク車により送水

Ａ浄水場共用地に余裕がなく、更新施工
が困難であり、新たに用地買収が必要。

Ａ浄水場の更新が不要であるが、管路布
設箇所が狭隘である。

施設整備は不要。

× △ ○

Ａ浄水場の維持管理が必要。
Ａ浄水場の維持管理は不要となるが、管
路及びポンプ設備の維持管理が発生す
る。

Ａ浄水場の維持管理は不要となる。給水
タンク車のの維持管理が発生し、人員、

水質管理も必要

△ ○ △

安定性の点は管路送水ケースと同様。 安定性の点は現状維持ケースと同様。 降雪等、災害時の安定供給に不安有。

○ ○ △

施設 1,560 266 262

管路 24 730 0

計 1,584 996 262

資本コスト 31.7 15.3 5.7

維持管理コスト 60.7 12.6 186.7

計 92.4 27.9 192.4

△ ○ ◎

・管路送水ケースに比べ、安定性は同程
度であるが、施工性、維持管理性、経済
性に劣る。

・現状維持ケースに対し、安定性は同程
度であるが、施工性、維持管理性に優れ
る。

・現状維持、管路送水ケースに対し、安
定性は劣るが、施工性、維持管理性、経
済性に優れる。

△ ○ ◎

維持管理対象施設

概算工事費
（百万円）

トータル
コスト

(百万円/年)

評価

検討ケース

凡　例

総合評価

施工性

評価

説明

評価

説明

更新対象施設

評価

安定性

維持管理性

経済性

評価

B配水池

A浄水場（急速ろ過）

P

C=30ｍ3/日

Ｂ配水池

A浄水場

Ｄ浄水場

P

E配水池

P C=1,000ｍ3/日

C=30ｍ3/日

：浄水場（水源を含む）

：配水池

：ポンプ所P

E配水池

管路布設

Ｂ配水池

A浄水場

Ｄ浄水場

P

P C=1,000ｍ3/日

C=30ｍ3/日

運搬送水P

流量 延長 口径 単価 概算工事費

（m3/日） (m) (mm) （千円/m）（百万円）

浅井戸～浄水場 50 100 ③開削工【DIP(耐震継手)・歩道・昼間】 75 99 10
浄水場～配水池 30 200 ⑧開削工【PE・歩道・昼間】 75 69 14

区間 布設工法・管種等

能力（m3/日）
※配水池は容量(ｍ3） 土木 建築 機械 電気計装 管路 複合 計

Ａ浄水場浅井戸 100 － 18 1 4 23

概算工事費（百万円）施設方式
※深井戸は深さ(ｍ）

施設名

「水道の基盤強化のための連携方策に関する
効果額算出支援ツール」もご活用ください


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

